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令和４年度 第１０回 鹿角市農業委員会総会議事録 

 

１ 開催日時 令和５年１月１０日（火） 午後２時００分 

２ 開催場所 鹿角市役所 第１委員会室 

３ 出席委員 (１０名) 

    ２番  小笠原  正 光        ４番  安 保  春 喜 

    ５番  石鳥谷  義 行        ７番  阿 部    聖 

    ８番  福 島  美紀子        ９番  成 田  彩 子 

   １０番  阿 部  弘 子       １１番  児 玉  廣 進 

   １２番  栁 沢    誠       １３番  兎 澤  悦 雄 

４ 欠席委員 （３名） 

    １番  田 口    元        ３番  中 村  和 廣 

    ６番  高 谷  秀 和 

５ 議事日程 

    第１ 開 会 

    第２ 会長挨拶 

    第３ 会務報告 

    第４ 議事録署名委員の選出 

    第５ 議案審議 

     議案第４３号 農地法第３条の規定による許可申請について 

     議案第４４号 鹿角市農用地利用集積計画（案）について 

    第６ その他 

    第７ 閉 会 

６ 事務局職員 

   事務局長   山 﨑  孝 人       主  幹   阿 部  友美範 

   主  任   栁 澤  将 太 

 

７ 議事録署名委員   ９番  成 田  彩 子  委員 

           １０番  阿 部  弘 子  委員 

 

８ 会議の概要 

事 務 局 長  それでは、修礼を行いますので、ご起立願います。 

 修礼、礼。ご着席願います。 

 ただいままでの出席委員数をご報告申し上げます。 

 委員１３名中、出席１０名であります。欠席委員は、１番田口委員、３番中村委員、

６番高谷委員であります。したがいまして、農業委員会等に関する法律第２７条第３

項の規定による定足数を満たしていることから、本会議は成立いたします。 

 ただいまより鹿角市農業委員会第１０回総会を開催いたします。 

 開会に当たりまして、会長よりご挨拶があります。 

会 長 【挨拶】 



事 務 局 長  会長、大変ありがとうございました。 

 それでは、ここから鹿角市農業委員会規則第１１条の規定により、会長が議長を務

めます。よろしくお願いいたします。 

議 長  それでは、事務局より会務報告をいたします。 

事 務 局 長 【会務報告の資料を基に説明】 

議 長  会務報告ですので、ご了承方お願いをいたします。 

議 長  次に、議事録署名委員の選出についてお諮りいたしますが、私にご一任願いたいと

思いますが、ご異議ございませんか。 

委 員 一 同 （「異議なし」の声） 

議 長  それでは、ご異議ないようですので、私から指名させていただきます。 

 ９番の成田委員、１０番の阿部弘子委員を指名いたします。 

 なお、本日の会議書記には事務局職員の阿部主幹と栁澤主任を指名いたします。 

 よろしくお願いをいたします。 

議 長  それでは、最初に、議案第４３号 農地法第３条の規定による許可申請について、

事務局の説明を求めます。 

事 務 局  議案の２ページをお開きください。 

 議案第４３号 農地法第３条の規定による許可申請について。 

 農地法第３条の規定による許可申請が別紙各号のとおりだったので、意見を求めま

す。 

 農地別内訳ですが、所有権移転、有償が１件、田んぼが３筆、８，３４４㎡、畑が

６筆、８，７２４㎡、無償移転が１件、畑が３筆、７１８㎡です。 

 ３ページをお開きください。 

 

 第３条 

 【受付番号３０番を議案書を基に説明】 

 

 説明ですけれども、この申請者が住んでいるところの隣接地にある畑を、譲渡人か

ら無償で移転するということになっております。農業経験についてもお母さんと一緒

に畑を４０年ぐらいやっている、機械もトラクターとか乗っているので、そういう作

業にも支障がないということを聞いております。 

 続きまして受付番号３１番、今回この土地の表示を変えました。ちなみにその場所、

畑なんですけれども、今までは田んぼと畑ということで別々の字であっても田んぼに、

一方に含めて「他何筆」にしていたんですけれども、前回賃貸借契約出たときに、あ

れ、この人ほかにも土地持っていたかなという疑問が出てきたので、例えば１件の田

んぼの中でも他字があるよということを示したいために、今回畑なんですけれども、

この「十和田大湯字Ａ他３字」ということで同じ畑の中にまとめました。Ａのほかに

３字が入っていますよということで、字のところにこういう形で表記されています。

合計は地番のところに「他５筆」ということですので、畑としては全体で６筆ですよ

ということで、今回から表記を変えさせていただいております。 

 



 【受付番号３１番を議案書を基に説明】 

 

 こちらの説明ですけれども、譲渡人が４人おり、もともとＢ字の方なんですけれど

も、鹿角から皆さん出て行きまして、実際経営はできていない状況で、この譲受人に

相対で管理とか耕作をお願いしていたようでした。 

 次、現地報告の一覧表をご覧ください。 

 一応こちら２班で確認いただきまして、いずれも支障なしと判断いただいておりま

す。 

 受付番号３１番につきまして、今日中村委員欠席なんですけれども、電話でこうい

うことを言ってくれと言われていましたので、皆さんにお伝えしたいと思います。 

 実際、譲受人は米とリンゴを現在やっておりますし、今耕作していないところでも

トラクターとかでちゃんと打っていたりするそうなので、まず支障はないということ

で伝えてほしいと連絡ありました。 

 以上です。 

議 長  ただいま説明が終わりましたけれども、ここで現地調査に行った委員より、補足が

あれば発言をいただきたいと思います。５番の石鳥谷委員はどうですか。 

石鳥谷委員  ３０番の件ですけれども、雪が降った後行ったんですけれども、畑のうねりとして

形が雪の上からでも確認できましたので、農地として使われているということで支障

ないと思います。 

議 長  もう一方、９番成田委員はどうですか。 

成 田 委 員  今、事務局さんが説明したとおりで問題はないと思います。譲受人が借りて働いて

あったそうですので、全然問題ないです。 

議 長  ご苦労さまでした。（「ちょっと補足で」の声あり） 

 事務局、補足。 

事 務 局  受付３０番の補足なんですけれども、この土地、譲受人のお母さんが相対でずっと

使ってあったと聞いていましたので、ちょっとそこ説明が足りなかったので。昔から

一応相対で使っていて、今回正式に所有権移転するということで申請が来ていました。 

 補足説明は以上です。 

議 長  ほかの委員より何かご質問があればご発言願います。安保委員。 

安 保 委 員  ４番安保ですけれども、３０番の譲渡人は、この土地のほかにまだ田んぼとか畑が

あるということで、経営面積からいけば１１．５ａのうちのいくらくらいですか。 

議 長  事務局。 

事 務 局  そうですね。同じ字なんですけれども、１０５番の４２９㎡というところ１筆持っ

ています。（「持っていても耕作……」の声あり）誰かが使っているか、そこは分から

ないです。 

安 保 委 員  多分、関東にいるということは、もうこっちのほうの管理はしないんだというふう

な解釈になると思うので、残ったところの管理がどうなるか確認しておいてもらえれ

ば。（「分かりました」の声あり） 

 譲受人は、今農地持っていない状態で７１８㎡。 

事 務 局  そうですね。一応、お母さんが一反歩以上持っていまして、同一世帯に住んでいま



す。それで農家要件はクリアしています。（「分かりました」の声あり） 

議 長  ほかには、お聞きになりたい点ございませんか。 

委 員 一 同 （「なし」の声） 

議 長  それでは、ないようですので、本案を許可することにご異議ございませんか。 

委 員 一 同 （「異議なし」の声） 

議 長  そのように決定します。 

議 長  次に、議案第４４号 鹿角市農用地利用集積計画（案）について、事務局の説明を

求めます。 

事 務 局  ４ページをご覧ください。 

 議案第４４号 鹿角市農用地利用集積計画（案）について。 

 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により、別紙のとおり市長より諮問

があったので、この処理について意見を求めます。 

 農地別内訳ですが、６年未満が４件、田んぼが６筆、２万２，３５４㎡、畑が１筆、

４，９８４㎡、６年から９年が２３件、田んぼが１６筆、１万８，２９６㎡、畑が２

３筆、１万９，７７０㎡、１０年以上が１１件、田んぼが１６筆、３万１，６３８㎡、

畑が２７筆、２５万６，６５６．２２㎡です。 

 ５ページをお開きください。 

 受付番号２８１番から受付番号３０３番まで、Ａ法人の案件であります。そのため、

委員案件となります。貸人、Ａ法人ですので、２８１番から３０３番は貸人読むのを

割愛させていただきます。 

 

 利用権設定 

 【受付番号２８１番から３０３番を議案書を基に説明】 

 

 ７ページから１２ページの３０３番までは再設定ですので、時間を取りますのでご

確認いただければと思います。 

 以上です。 

議 長  それでは、ただいま事務局が説明をいたしました受付番号２８１番から３０３番ま

で委員案件ですので、こちらを先にご審議いただきたいと思います。 

委  員 賃借料は、畑も田んぼも同じ１反歩３，０００円で。 

事 務 局  そうですね。そういうふうに上がってきていますね。実際減反、転作ソバだと思い

ますけれども。 

議 長  何かございませんか。児玉委員。 

児 玉 委 員  １１番児玉ですけれども、この再設定というのは、期限が来たからまた設定すると

いうことなんでしょうけれども、これは事務局のほうで記録をちゃんとつけて、Ａ法

人さんなりに連絡してずっとやっているということなんですか。 

事 務 局  そうですね。農地台帳にあるんですけれども、それを、例えば今だったら２月に切

れる人という設定で抽出しまして、２月に切れそうな人に、そろそろ利用権の期限が

切れますけれどもどうしますかということで、いろいろ用紙を配って対応、反応があ

ればそのまま来てくれる人もいるんですけれども、対応ない方に関しては、その期間



が過ぎれば自動的に契約が切れますので、そこは機械的に、期限過ぎて申請がない案

件は機械的にシステム上から消していくということで。一応通知は確実に送っている

形になります。（「分かりました」の声あり） 

議 長  ３か月前ぐらい前に送っているんですか。 

事 務 局  それぐらいかなと。これは、設定する人と受ける人両方に送っているので、必ずど

ちらかの方はリアクションがあります。 

議 長  ほかにはございませんか。小笠原委員。 

小笠原委員  安保委員に直接聞きたいことがあるんだけれども。（「そうですか、終わったらで。

議案と関係……」の声あり）そうですね、議案と内容的に、中間管理機構使わないで

利用権使っている場合は、このぐらいの面積になれば事務費用だったりやっぱりかか

らなきゃないと思うから、そういう場合、中間管理機構のほうは自動的に引かれてい

くだろうから、どうなんだろうと思って、ちょっと聞きたいなと思いまして。何かあ

るのかなと。最初に５，０００円とか手数料かかるから、それが嫌なのかもしれない

ですね。ちょっとそこ聞きたいなと思いますね。（「聞きますか」の声あり） 

議 長  ほかのことがなければ。 

事 務 局  じゃあ、いいですか。呼んで、ちょっと内容。 

小笠原委員  今回、利用権の新規と再設定が出ておりますが、やっぱりそれお金払う部分に関し

て事務費用とか出てくるんですよね。中間管理機構を使えば、まず事務費になるんで

すが。（「１回は」の声あり）手数料かかるところだから、やっぱり利用権のほうがお

得なんだ。 

議 長  それは分かるんだけれども、いずれ中間管理機構に移していかなくてはないという

話は今しているところなので、今後出てくると思います。 

小笠原委員  何かあるのかなと思ってお聞きしました。 

議 長  いや、何もないんです。 

小笠原委員  併せて確認で、中間管理って何年とかと縛りは（「１０年か」の声あり）最低１０年、

多分それも引っかかりあるんじゃないかな。６年だから、全部。 

委   員  １０年でなくてもいいですよね。 

小笠原委員  だから私も、どこかで変わったような気もするんだよな。最初のときは１０年と言

われたんだ。 

委 員  今、違うんだか。（「いや、１０年と聞いた」の声あり）６年以上……（「何年でもい

いとかと」の声あり） 

事 務 局  基本１０年です。でも、取扱いが全てできる規定なんですね。６年からでもできる

し、２０年でもできるし、最後４０年でもできるという話で。 

委 員  その料金が絡んだときは、僕は確実に１０年以上と言いますね。今なくなりました

よね。 

事 務 局  市としては基本１０年ラインで動いています。 

  委 員  その件に関して、私は今、毛馬内のほうの田んぼをやめるに当たって中間管理のほ

うに相談しに行ったんですよね。それで、まず１０年だと。１０年過ぎていないんで

すね。そもそも協力金５０万円も入っているから、もう相手側に払っているから、も

し解約するんであれば５０万円一気に返しなさいというのを相手側に言ったら、そん



なものないと言われて、５０万円もうないということで、であれば、うちから次の人

が中間管理を使ってやるという受手交代は、それはそれでオーケーだよということで、

そっちの件にしたんです。解約という面で協力金も発生するの。 

事 務 局  全くの解除じゃなくて、あくまで交代というスタンスであれば返金は要らないと。 

委 員  もう一つ、全てが中間管理使うには、全てが農地を耕されているような状態でない

と駄目だというのも、（「ないです」の声あり）今なくなったの。 

議 長  どうぞ、事務局。 

事 務 局  事務局です。ちょっと私もいつから制度変わったのか分からないですけれども、こ

れまで１０年経営してくださいとなってあったんですけれども、お互いにやっぱり話

がついていて、どうともならないときは１０年じゃなくてもできるとは聞いたんです

けれども、それが全てに対応しているのかは一概に言えないので、そこちょっと中間

管理の支援機構のほうに随時問い合わせてもらえればいいのかなと思っていました。 

契約としては１０年以下でもできるということで変わったそうなので。ちょっと私も

知識足りなくて申し訳ないです。 

議 長  大変助かる、事務料が減っていれば。 

事 務 局  ちょっと問題が、今までは相続していないと駄目とかだったんですけれども、一応

相続していなくても中間は使えるんですけれども、その際は印鑑が実印とか、登記簿

謄本取ってこなきゃないので、利用権はちょっと手間が増える。 

  委 員  今、実印要らなくなったんでない。 

事 務 局  相続していないと実印です。 

  委 員  相続人が経営…… 

事 務 局  そうです、相続人が死んでいたりすると駄目、相続人というか所有者が死んでいた

りすると実印じゃなきゃないので、その辺やっぱりまだ利用権よりは、そこはちょっ

とネックかなと。登記簿謄本持ってきて系図書かなきゃないので、そこはちょっとネ

ックかなと。 

  委 員  固定資産税が軽減されるというのは。 

事 務 局  固定資産税はやっぱりまるっと土地を貸さないと。（「まるっと」の声あり）そうで

す、それはやっぱりまるっと貸さないと。私も、１筆でもいいんですかと去年聞いた

ら、やっぱりまるっと貸さなきゃ駄目だと。 

議 長  それじゃあ、よろしいですか。（「はい」の声あり） 

 それでは引き続き、事務局説明願います。 

事 務 局  １２ページをお開きください。 

 

 利用権設定 

 【受付番号３０４番から３１３番を議案書を基に説明】 

 

 １６ページをお開きください。 

 こちら３１４番と３１５番は同じ貸人で同じ借人なんですけれども、３１４番はも

ともと使用貸借で借りていたんですけれども、今回賃貸者契約になりましたので新規

ということでカウントさせていただきます。 



 

 利用権設定 

 【受付番号３１４番から３１５番を議案書を基に説明】 

 

 １７ページをお開きください。 

 こちらは、中間管理事業を使いました一括方式の契約となります。 

 

 一括方式 

 【受付番号３１６番から３１８番を議案書を基に説明】 

 

議 長  それでは、ただいま事務局が説明しました３０４番から３１８番までご審議いただ

きたいと思います。何かございましたらご発言願います。 

委 員 一 同 （「なし」の声） 

議 長  それでは、ないようですので、２８１番から３１８番まで、本案を妥当と認めるこ

とにご異議ございませんか。 

委 員 一 同 （「異議なし」の声） 

議 長  そのように決定します。 

 以上をもちまして、議案については全て終了いたしました。 

 

 


